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＆
Ｇ

「
ボ
ー
ル
ド
」
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
よ
り

妻
子
の
た
め
に
夫
が
ラ
ー
メ

ン
を
作

っ
た
り
、
洗
濯
す
る
人

が
男
性
だ

っ
た
り
。

「
Ｃ
Ｍ
も

ひ
と
替
前
と
変
わ

っ
た
な
あ
」

と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ

へ
、

「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
の
男
女

役
割
を
問
い
直
す
会
」
か
ら
会

報
が
届
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三

年
度
の
好
感
度

一
位
は
、
Ｐ
＆

Ｇ
の
」
ボ
ー
ル
ド
」
。
作
業
ズ

ボ
ン
姿
の
若
い
男
性

（
玉
山
鉄

二
）
が
干
し
た
真

っ
白
な
タ
オ

ル
に
、
ね
じ
り
鉢
巻
き
の
同
僚

男
性
が
ほ
お
ず
り
し
、
香
り
と

柔
ら
か
さ
に
う
っ
と
り
す
る
設

定
。
工
事
現
場
編
、
保
育
士
編

な
ど
六
種
類
あ
る
が
、
出
演
者

は
す
べ
て
男
性
。
「
柔
軟
剤
入

り
洗
剤

の
斬
新
さ
を
伝
え
た

い
」
と
い
う
同
社
の
狙
い
は
当

た
り
、
発
売

一
年
で
シ
ェ
ア
ー０

％
を
達
成
し
た
と
い
う
。

二
位
は
日
本
経
済
新
聞
。

「今
夜
は
帰
さ
な
い
よ
」
と
い

う
彼
に

「
ね
え
、
日
経
と

っ
て

る
？
」
と
彼
女
。
彼
が

「
は
ぁ

？
」
と
言
え
ば

「
じ

ゃ
あ
ダ

メ
。
私
、
毎
朝
、
日
経
読
ま
な

い
と
」
。
画
面
に

「
女
は
変
わ

っ
た
　
男
は
ど
う
だ
」
の
文

字
。
再
会
編
で
も
ダ
メ
男
だ

っ

た
彼
は
、
そ
の
後
日
経
を
購
読

し
た
ら
し
く

（き

っ
と
東
京
新

聞
も
併
読
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
）
、
現
在
放
映
中
の
続
々
編

で
は

「主
任
」
で
登
場
す
る
。

■
聞
ロ
ロ
園
固
籠
日
Ｕ

三
位
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
Ｖ

Ｏ
Ｘ
Ｙ
。
子
煩
悩
パ
パ
と
女
の

子
の
シ
ル
エ
ッ
ト
で
展
開
し
、

「子
育
て
は
、恋
愛
く
ら
い
お
も

し
ろ
い
」
の
コ
ピ
ー
が
印
象
的
。

会
の
世
話
人
を
務
め
る
兵
庫

県
の
吉
田
清
彦
さ
ん
後
９
は

「女
性
が
仕
事
を
、
男
性
が
家

事
や
子
育
て
を
す
る
こ
と
に
抵

抗
感
を
持
た
な
い
世
代
が
Ｃ
Ｍ

の
つ
く
り
手
の
中
心
に
な

っ
て

き
た
ん
で
す
ね
。
頼
も
し
い
」

と
評
価
。

Ｃ
Ｍ
総
合
研
究
所
の
関
根
建

男
代
表
後
じ
も

「現
実
は
も

っ

と
進
ん
で
る
。
女
性
は
勉
強
し

て
る
し
瞬
発
力
も
あ
る
。
缶

コ

ー
ヒ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
も
、
十

年
前
は
飯
島
直
子
が
疲
れ
た
男

を
癒
や
し
て
く
れ
て
た
が
、
今

は
女
性
社
員
ト
リ
オ
が

〃上
司

に
ガ
ツ
ン
と
言
う
た
っ
た
―
〃

の
時
代
」
と
持
ち
上
げ
る
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
。

総
務
省
の
調
査
で
は
、
子
持
ち

共
稼
ぎ
夫
婦
が

一
日
に
家
事
に

費
や
す
時
間
は
、
「
私
作
る
人

僕
食
べ
る
人
宍
ハ
ウ
ス
食
品
）

が
話
題
に
な

っ
た
翌
年
の

一
九

七
六
年
に
夫
十

一
分
、
妻
四
時

間
二
十
分
だ

っ
た
の
が
、
二
〇

〇

一
年
に
は
夫
二
十
六
分
、
妻

が
四
時
間
三
十
七
分
。
え
？

Ｃ
Ｍ
は
変
わ

っ
た
。
現
実
は

ど
う
だ
。
夫
に
は
申
し
訳
な
い

が
、
子
育
て
は
恋
愛
よ
り
ず

っ

と
面
白
い
。
世
の
男
性
陣
よ
、

賛
辞
よ
り
も
行
動
で
示
し
て
く

だ
さ
れ
。
　

（井
上
　
圭
子
）

CMの世界に異変 p♀

硫
分
言
嵩
雰
現
実
は
、ま
だ
ま
だ
…

性
が
料
理
・洗
濯
…


